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研究室体験活動

最 終 更 新 日 ： 2023 年 4 月 7 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

大学・企業・文化体験 in 韓国2023年
－韓国を知る、韓国から日本を見る－

団 体 名 等 韓国東京大総同門会、ソウル東大会

活 動 方 法
オンラインを活用しつつ現地活動を行う

オンラインのみで活動を行う

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数 4～10 人フィールドワーク体験活動

参 加 資 格 等
特になし。応募者数が募集人数を上回った場合は書類審査をしますが、審査の評価結果が同程度であれば、これまで
に体験活動の国際プログラムへ参加していない学生を優先します。

活 動 期 間
2023/8/22(火) 2023/8/30(水)

主な活動予定場所 ソウル近郊，ソウル大
9日間

目 的

韓国は日本にとって最も身近な外国の一つです。そのため両国には文化的に多くの類似点がありますが、
同時に明確な違いもあり、それが企業活動や研究教育活動における日韓の差異につながっています。ま
た、近年は複雑な歴史的背景を持つ様々な問題が先鋭化しており、その理解と将来的な解決のためにはお
互いの国を深く知る必要があります。本プログラムでは、大学や企業活動の見学、文化体験、韓国の一般
家庭へのホームステイ、ソウル国立大学生や韓国で活躍する東大同窓生との交流を通して、両国の関係性
や類似点・相違点を知る機会を提供します。

具体的な内容
（８００字程度）

1日目 (8/22，火曜日)：ソウル現地集合．
2-3日目「大学体験・学生交流」：
ソウル国立大学で実施．ソウル国立大学の学生・教員との交流．大学施設の見学．
4-6日目 「韓国文化体験」： ソウルで近代以前の韓半島の伝統文化体験（宮殿・韓屋等）．文化における日
韓の交流や関係性に触れる．また，1泊2日で韓国の一般家庭（主に韓国人東大同窓生）にホームステイ
し，韓国の現代文化を体験．
7日目「韓国企業体験」：韓国企業を訪問（訪問先は検討中．これまでの実績はサムソン，原子力発電所，
NCソフト，ベンチャー企業など．）．韓国の企業活動とその海外戦略を知る．
8日目「日本企業体験」：韓国で活動する日系企業や大使館を訪問．日本における企業活動との違い、日本
で働く場合との違いについて知る．日本企業がどのように国際展開しているかに触れ、その戦略や展望を
知る．
9日目(8/30，水曜日)：ソウル現地解散．

・いずれのアクティビティーも、韓国人および日本人の東大卒業生が中心となって企画しており、東大卒業
生が海外でどのように活躍しているかを知ることができます。
・ソウル国立大学生や東大卒業生と交流するための夕食会も何回か企画しています。本プログラム終了後
にも、交流が継続し、知りたいことが見つかれば直接聞けるような人脈を形成することも期待しています。
・訪問を有意義なものにするために、プログラム参加者には韓国訪問前に、韓国語を含めて事前にオンライ
ン学習をしてもらいます。詳細は6月下旬のオリエンテーションで説明します。

備 考

・コロナ対策のために現地での実施が難しくなった場合は，プログラムを冬に延期，あるいは中止する予定
です．
・現地集合解散方式．航空券は各自で準備してください．
・企業や大使館訪問時の服装はビジネス・カジュアル．
・宿泊は、ホームステイ（主に韓国人東大同窓生の住居）が1泊、それ以外はソウル国立大学のゲストハウ
ス（http://www.hoam.ac.kr/eng/）あるいはソウル市内のホテルの予定です．詳細は別途案内します．
・事前オリエンテーション（6月下旬）の出席必須．詳細は別途案内します．

実費
・ソウル往復の航空運賃は左記の内訳合計額に含まれていません．
・宿泊施設では食事が出ないので各自で対応してください．物価は東京と同じ
く らいです．

宿泊費 35,000

食費   実費

10,000現地交通費

大 学 院 学 生
含む

含まない

ウェブサイト等

文化体験費 5,000
奨励金額 活動後に算出

計 50,000

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費


